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桂
島
海
岸
清
掃
に
参
加
し
て 

東
仙
台
教
会 

京 

早
苗 

７
月
18
日
（
月
）、
仙
塩
地
区
代
表
者

合
同
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

希
望
者
、
塩
釜
ベ
ー
ス
で
合
流
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
計
20
数
人
で
、
塩
釜
マ
リ
ン
ゲ

ー
ト
か
ら
乗
船
し
、
桂
島
に
向
か
っ
た
。 

真
夏
の
青
空
と
海
風
は

心
地
よ
く
肌
に
感
じ
る
も

の
の
、
船
上
か
ら
見
る
風
景

は
、
東
日
本
大
震
災
の
爪
あ

と
を
色
濃
く
残
し
て
い
た

＝
写
真
＝
。 

桂
島
に
到
着
し
て
、
桟
橋

近
く
の
民
家
に
預
け
て
い

る
清
掃
用
具
の
一
輪
車
、
鋤
、

鍬
、
ゴ
ミ
袋
な
ど
を
持
ち
、

浜
に
向
か
っ
た
。
途
中
で
島

の
人
に
出
会
い
「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を
掛
け

る
と
、
遠
慮
が
ち
に
あ
い
さ

つ
を
返
さ
れ
た
。
例
年
な
ら
海
水
浴
客
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
る
は
ず
の
浜
が
、
津
波
の

被
害
で
民
家
は
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
、
道
端
に

は
巨
大
な
海
苔
の
乾
燥
機
械
が
流
れ
着
き
、

防
風
林
の
松
は
塩
害
で
茶
色
に
立
ち
枯
れ

て
い
た
。
浜
辺
に
は
コ
ン
テ
ナ
、
壊
れ
た

船
の
残
骸
、
木
材
や
瓦
れ
き
、
生
活
用
品

な
ど
の
漂
流
物
が
流
れ
着
い
て
い
る
。
責

任
者
か
ら
作
業
の
注
意
事
項
を
聞
き
、
清

掃
が
始
ま
っ
た
。
砂
を
少
し
掘
っ
た
だ
け

で
角
材
や
太
い
ロ
ー
プ
が
出
て
く
る
。
海

か
ら
は
波
に
乗
っ
て
次
々
と
漂
流
物
が
流

れ
着
き
、
切
り
が
な
い
。
集
積
物
は
重
機

が
入
れ
な
い
た

め
そ
の
ま
ま
浜

で
消
却
す
る
と

い
う
。
終
日
、
炎
天
下
で
の
作
業
だ
っ
た

が
、
少
し
き
れ
い
に
な
っ
た
浜
を
見
て
、

皆
で
「
よ
か
っ
た
ね
」
と
笑
顔
に
。 

被
災
地
が
受
け
た
大
き
い
ダ
メ
ー
ジ
は

簡
単
に
は
修
復
で
き
な
い
が
、
微
力
で
も

出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
で
、
そ
こ

で
生
活
を
し
て
い
る
方
々
の
希
望
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
思
う
。
福

岡
や
東
京
か
ら

泊
り
が
け
で
参

加
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も

い
た
。
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
ス
タ

ッ
フ
の
き
め
細

か
い
配
慮
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
い
る

私
た
ち
を
支
え

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
日
に
な
っ
た
。 

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

い
わ
き
教
会 

石
井 

キ
ヌ 

 

４
月
１
日
、
孫
を
連
れ
て
避
難
し
て
い

た
会
津
か
ら
戻
っ
た
次
の
日
、
信
徒
の
Ｓ

さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
今
、
小
名
浜
教

会
で
新
鮮
野
菜
を
配
っ
て
い
る
か
ら
お
い

で
」
と
。
行
っ
て
み
る
と
、
谷
司
教
自
ら

が
青
果
市
場
で
仕
入
れ
た
と
い
う
キ
ュ
ウ

リ
や
ト
マ
ト
、
大
根
に
キ
ャ
ベ
ツ
そ
の
他

の
野
菜
の
山
積
み
ト
ラ
ッ
ク
に
目
を
見
張

っ
た
。
あ
ま
り
の
有
難
さ
に
涙
が
止
ま
ら

な
か
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
さ
い

た
ま
教
区
の
皆
さ
ん
は
見
知
ら
ぬ
被
災
地

に
来
て
、
見
ず
知
ら
ず
の
人
た
ち
を
支
援

し
て
い
る
。
自
分
は
今
ま
で
こ
の
よ
う
な

か
か
わ
り
で
人
の
た
め
に
尽
く
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
大
い
に
反
省
さ
せ

ら
れ
た
。「
出
来
る
こ
と
な
ら
私
も
皆
さ
ん

の
活
動
に
加
え
て
頂
き
支
援
の
真
似
事
を

し
て
み
た
い
」
と
思
っ
た
の
が
東
日
本
大

震
災
へ
の
私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
。 

私
が
避
難
し
て
い
る
間
で
も
、
さ
い
た

ま
教
区
で
は
聖
テ
モ
テ
教
会
を
拠
点
に
吉

川
神
父
を
中
心
と
し
支
援
活
動
が
な
さ
れ

て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
後
、
拠
点
を
湯
本

教
会
に
移
さ
れ
た
頃
よ
り
私
の
支
援
の
お

手
伝
い
が
始
ま
っ
た
。
物
資
の
整
理
や
配

布
、
ベ
ト
ナ
ム
人
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る
炊
き
出
し
の
手
伝
い
、

被
災
地
の
案
内
。
そ
し
て
、
今
の
活
動
の

中
心
は
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。 

私
は
NPO
法
人
ホ
ー
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア

協
会
の
指
導
を
受
け
４
年
ほ
ど
前
か
ら
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
傾
聴
活
動
を
行
っ
て

い
る
が
、
放
射
能
と
地
震
と
津
波
で
す
っ

か
り
心
を
痛
め
て
い
る
被
災
者
の
皆
さ
ん

に
向
き
合
う
こ
と
は
本
当
に
難
し
い
と
感

じ
て
い
る
。
そ
ん
な
折
、
い
わ
き
教
会
で

開
催
さ
れ
た
ウ
ェ
イ
ン
・
バ
ー
ン
ト
神
父
に

よ
る
傾
聴
の
勉
強
会
は
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
私
の
心
に
沁
み
こ
ん
だ
。
さ
い

た
ま
教
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
い

わ
き
教
会
の
信
徒
、
私
た
ち
い
わ
き
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
み
み
」
と
の
連
携
に
よ

り
、
仮
設
住
宅
に
住
ま
わ
れ
る
皆
さ
ん
の

力
に
な
れ
た
ら
幸
い
だ
と
思
い
、
よ
り
良

い
支
援
の
在
り
方
を
模
索
中
で
あ
る
。 

▼
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
し
た
画

家
岡
田
謙
三
は
「
夜
中
に
目
覚
め
る

と
三
日
分
の
仕
事
が
で
き
る
」
と
喜

ん
だ
そ
う
だ
。
そ
ん
な
超
人
的
な
生

き
方
は
で
き
な
い
が
、
今
回
の
大
震

災
は
私
た
ち
の
人
生
を
や
り
直
す

め
っ
た
に
な
い
機
会
と
な
っ
た
▼
大
震
災

で
生
活
物
資
の
す
べ
て
を
失
っ
た
人
の
方

が
、
一
部
を
失
っ
た
人
よ
り
諦
め
が
早
い
と

聞
い
た
。「
い
の
ち
を
失
っ
た
人
が
い
る
の

に
、
私
は
い
の
ち
を
も
ら
っ
た
の
だ
か
ら
」

と
。
失
っ
た
も
の
を
惜
し
み
つ
つ
も
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
見
直
し
た
い
▼
で
は
、
そ
の
基

準
を
ど
こ
に
求
め
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

い
ま
だ
に
片
付
か
な
い
瓦
礫
に
は
一
生
懸

命
働
い
て
快
適
に
し
た
も
の
が
、
無
残
な
名

残
を
と
ど
め
て
い
る
▼
少
し
前
の
話
に
な

る
が
、
チ
ベ
ッ
ト
で
子
ど
も
に
「
名
無
し
」

と
い
う
名
前
を
付
け
る
の
が
は
や
っ
た
そ

う
な
。
命
名
役
の
父
親
が
忙
し
く
て
家
を
空

け
る
こ
と
が
多
く
て
と
て
も
子
の
名
前
ど

こ
ろ
で
は
な
い
。
そ
れ
が
親
に
と
っ
て
誇
ら

し
い
こ
と
だ
っ
た
。
忙
し
い
こ
と
は
豊
か
に

な
る
こ
と
で
あ
り
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
に
つ

な
が
る
と
い
う
訳
だ
。
私
た
ち
も
か
つ
て
は
、

洗
濯
機
を
持
つ
、
テ
レ
ビ
を
買
う
、
車
が
欲

し
い
と
い
う
具
合
で
、
い
つ
も
豊
か
さ
の
指

標
が
あ
っ
た
。
少
し
遅
れ
て
豊
か
さ
を
生
き

が
い
に
し
て
い
る
チ
ベ
ッ
ト
を
笑
う
こ
と

は
で
き
な
い
▼
バ
ブ
ル
で
家
庭
は
傷
つ
き
、

大
震
災
で
は
快
適
さ
を
追
求
す
る
怖
さ
を

知
っ
た
▼
自
然
は
人
間
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
今
更
な
が

ら
再
認
識
さ
せ
ら
れ
て
い
る
▼
少
し
ア
フ

リ
カ
東
部
の
飢
餓
に
思
い
を
馳
せ
て
、
人
間

の
「
良
さ
」
を
取
り
戻
し
た
い
。（
守
） 

生命の泉
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半年という月日 

司教 平賀徹夫

 東日本大震災発生から半年になります。岩手県4,646人（1,999

人）、宮城県9,404人（2,365人）、福島県1,603人（248人）、全国では15,719人

（4,616人）。大震災による死者と、カッコ内はいまだに行方不明である方たち

の数です（8月21日現在、警察庁まとめ＝河北新報）。 

8月の旧盆には、各地で行われた仏式の法要の様子が新聞やテレビのニュー

スに流れていました。カトリック教会でも同じように追悼の祈りが捧げられた

ことと思います。ミサの中では必ず死者のための祈りがありますが、あれから

ちょうど半年にあたっている9月11日の日曜日は、特に、この大震災で亡くな

られた方々を悼んで永遠の安息を祈るとともに、ご遺族にはその悲しみをのり

越えて生きて行く力が与えられるように、また、被災されたすべての方々が、

支援の手を差し伸べる沢山の人々と共に再び立ち上がり、被災地が力強く復

旧・復興に向かうことができるように、仙台教区を挙げて、いのちの源である

父なる神からの恵みといつくしみを祈り求める日としましょう。こうして、主

キリストがいつもそのように生きられたように、わたしたちも悲しみと苦難の

中にある人々との絆・連帯を大事にして生きる姿勢を表したいと思います。 
この半年、日本全国からそして全世界から、被災した方々のためにと本当に

多くの人々の善意が仙台教区に寄せられました。個人やグループ、学校や施設、

小教区教会、団体や会社等々、数えきれない方たちから、深い祈りの込められ

た義援金や励ましの寄せ書き、折り鶴や物品が届きました。感謝してもしきれ

ません。 

一方では同時に、「わたしの手足や力、わたしの時間や能力をどうぞ」とボ

ランティアさんたちが全国から馳せ参じてくれました。もちろんこれからも続

きますが、学生さんや社会人、親子で志願、という方もあったりして、仙台教

区サポートセンターでのボランティア登録数2,444人、派遣数2,238人（8月18

日現在）との発表がありました。この夏の大変な暑さの中、家屋の掃除やドロ

の掻き出し、ガレキ片付け、お湯出しや写真の洗浄等々の作業にあたってくれ

ました。有難いことです。 

これらは全部、仙台教区本部関連でのことです。カトリック内のほかのグル

ープをはじめ、同じように被災者のために働いている組織はきっと何百あるい

はもっとあるのでしょう。そのすべての善意の人々に神からの平和があるよう

に、と祈らずにはいられません。 

日
本
か
ら
の
参
加
者
は
、
Ａ
コ
ー

ス
（
８
月
７
日
ス
ペ
イ
ン
・
ビ
ー
ゴ

に
集
合
し
サ
ン
チ
ャ
ゴ
・
デ
・
コ
ン

ポ
ス
テ
―
ラ
に
向
け
て
徒
歩
巡
礼
を

行
い
、
16
日

か
ら
の
大
会

に
参
加
）
と
、

Ｂ

コ

ー

ス

（
15
日
出
発
、

直
接
マ
ド
リ

ー
ド
に
行
き

大
会
参
加
）
の

２
つ
の
コ
ー

ス
が
組
ま
れ
た
。 

 

仙
台
教
区
で
は
、
８
月
５
日(

金)
午
後
４
時
30
分
か
ら
、
参
加
者
の
た

め
の
派
遣
ミ
サ
が
平
賀
徹
夫
司
教
主

司
式
で
行
わ
れ
た
。 

 

ミ
サ
に
は
、
舟
山
神
父
、
ホ
セ
神

父(

グ
ア
ダ
ル
ペ
会)

、
エ
テ
メ
神
父

（
ケ
ベ
ッ
ク
会
）
が
共
同
司
式
し
た
。 

 

平
賀
司
教
は
、
ミ
サ
の
説
教
で

「
世
界
中
の
青
年
た
ち
と
の
交
流

を
通
し
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

ほ
し
い
」
と
参
加
者
を
励
ま
し
た
。 

 

ミ
サ
後
、
参
加
者
が
一
人
ひ
と
り

自
己
紹
介
と
、
Ｗ
Ｙ
Ｄ
へ
の
抱
負
を

述
べ
た
。
舟
山
神
父
か
ら
、
参
加
に

あ
た
っ
て
の
心
構
え
や
、
注
意
事
項

の
説
明
が
あ
り
、
教
区
事
務
局
長
小

松
史
朗
神
父
か
ら
「
仙
台
教
区
新
し

い
創
造
」
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
、
教
区
か

ら
の
参
加
支
援
金
が
一
人
一
人
に

渡
さ
れ
た
。 

一
人
の
青
年
は
「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
・

デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
ま
で
の
巡
礼

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｙ

Ｄ
で
、
何
か
自
分
に
変
化
が
起
こ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
素
直
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
」
と
、
抱
負
を
語
っ
た
。 

仙
台
教
区
か
ら
の
参
加
者 

＝
Ａ
コ
ー
ス
＝
８
名 

佐
々
木
明
（
四
家
）
小
田
部
和

音
（
東
仙
台
）
和
野
圭
祐
（
東

仙
台
）
村
中
明
（
北
仙
台
）
佐

藤
彰
洋
（
神
学
生
）
司
祭
３
名 

＝
Ｂ
コ
ー
ス
＝
６
名 

品
川
美
紀
子
（
会
津
若
松
）
村

上
麻
理
子
（
四
家
）
伊
沢
真
理

沙
（
西
仙
台
）
原
田
じ
ゅ
ん
（
西
仙

台
）
田
野
崎
史
子
（
大
船
渡
）
井
口

真
樹
（
大
河
原
） 

一
行
は
、
８
月
24
日
に
帰
っ
て
き

た
の
で
、
報
告
は
次
号
に
ご
期
待
く

だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９
月
・
10
月 

 

９･

３
㊏ 

グ
ア
ダ
ル
ペ
会
副
総
長
来
訪 

5
㊋ 

部
落
差
別
人
権
委
・
事
務
局
会
議 

10
㊏ 

使
徒
職
協
力
者
の
会 

11
㊐ 

大
震
災
か
ら
半
年
・
元
寺
小
路 

13
㊋
司
祭
評
・
役
員
会
、 

教
区
司
祭
団
役
員
会 

15
㊍ 

社
会
司
教
委
員
会 

16
㊎ 

部
落
差
別
人
権
委
・
定
例
委 

18
㊐ 

福
島
県
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
集
い 

19
㊊ 

オ
タ
ワ
愛
徳
修
道
女
会 

50
周
年
閉
年
ミ
サ 

20
㊋ 

仙
台
教
区
サ
ポ
ー
ト
会
議 

23
㊎ 

広
島
教
区
司
教
叙
階
式 

24
㊏ 

宣
教
司
牧
評
議
会
・
定
例
会 

25
㊐ 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
サ 

（
元
寺
小
路
） 

26
～
30
教
区
司
祭
団
・
年
の
黙
想
会 

10
・
7
㊎ 

特
別
臨
時
司
教
総
会
予
備
日 

8
㊏ 

東
北
塾
講
話 

9
㊐ 

野
田
町
教
会
堅
信
式 

10
㊊ 

県
連
絡
協
議
会
（
福
島
） 

11
㊋
司
祭
評
・
役
員
会
、 

教
区
司
祭
団
役
員
会 

14
㊎ 

仙
台
教
区
サ
ポ
ー
ト
会
議 

21
㊎ 

八
戸
・
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
80
周
年 

22
㊏ 

聖
霊
刷
新
グ
ル
ー
プ
ミ
サ 

23
～
25 

東
京
教
区
司
祭
研
修
会 

30
㊐ 

宮
城
県
南
教
会
堅
信
式 

31
㊊ 

教
区
司
祭
団
月
例
会 

司
教
日
程

Ｗ
Ｙ
Ｄ
マ
ド
リ
ッ
ド
大
会
！ 

 
 
 

出
発
を
前
に
派
遣
ミ
サ 

Ｗ
Ｙ
Ｄ
（
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
デ
イ
） 

は
、
国
連
が
１
９
８
５
年
を
「
世
界
青
年
の
日
」
と
定
め
た
こ
と
を
受

け
、
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
が
、
青
年
た
ち
に
ロ
ー
マ
に
集
ま
る

よ
う
呼
び
か
け
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
今
年
は
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ

ー
ド
で
「
キ
リ
ス
ト
に
根
ざ
し
て
生
き
る
」（
コ
ロ
サ
イ
２-

７
）
を
テ

ー
マ
に
８
月
16
日
～
21
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。 



（３） 

―
修 
理
― 

 

福
島
県
の
原
町
教
会
の
建
物
は
、
３

月
11
日
の
大
震
災
で
屋
根
瓦
が
落
ち

て
雨
が
漏
り
、
部
屋
と
い
う
部
屋
の
壁

す
べ
て
に
大
小
の
亀
裂
が
入
り
、
聖
堂

は
十
字
架
の
か
か
っ
て
い
る
背
後
の

壁
に
見
事
に
ひ
び
が
入
り
今
に
も
壁

（
漆
喰
）
が
落
ち
そ
う
な
状
態
で
し
た
。

特
に
２
階
の
４
部
屋
の
壁
の
損
傷
が

ひ
ど
い
状
態
で
し
た
。
ト
イ
レ
の
タ
イ

ル
も
バ
ラ
バ
ラ
に
剥
が
れ
ま
し
た
。
こ

ん
な
原
町
教
会
で
し
た
が
、

仙
台
教
区
で
教
会
建
物
の

修
理
の
支
援
を
し
て
下
さ

る
こ
と
に
な
り
、
７
月
27

日
に
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。 

 

献
堂
60

年
の
建
物
で

す
が
、
当
時
の
建
築
で
は

最
高
の
建
築
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
、
幸
い
柱
と
基

礎
が
丈
夫
に
で
き
て
い
た

の
で
、
北
仙
台
教
会
の
伊
藤
さ
ん
の
ご

助
言
に
よ
る
と
、
大
丈
夫
す
ぐ
に
修
理

で
き
ま
す
と
の
こ
と
で
し
た
。
足
場
を

組
み
、
工
事
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

瓦
は
、
ま
だ
焼
い
て
い
な
い
と
い
う
の

で
、
屋
根
は
思
い
切
っ
て
ト
タ
ン
に
し

ま
し
た
。
そ
の
赤
い
ト
タ
ン
が
遠
く
か

ら
も
見
え
、
屋
根
の
十
字
架
と
と
も
に
、

青
空
に
映
え
て
と
て
も
す
て
き
で
す
。 

 

屋
根
が
終
わ
り
、
現
在
は
ひ
び
が
入

っ
た
壁
を
直
し
て
い
ま
す
。
２
階
の
４

部
屋
は
、
す
べ
て
ボ
ー

ド
が
貼
ら
れ
、
１
階
は
、

聖
堂
、
書
斎
、
着
替
え

部
屋
、
台
所
、
香
部
屋
と
工
事
が
進
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
外
に
見
え
る
修
理

以
外
で
、
電
気
の
配
線
や
水
道
管
も
修

理
さ
れ
、
エ
ア
コ
ン
も
備
え
ら
れ
ま
す
。

ま
だ
第
一
段
階
で
、
壁
紙
は
貼
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ
う
に
仕
上
が
る

で
し
ょ
う
か
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

 
 

 

―
原
発
事
故
放
射
能
被
害
― 

 
原
町
教
会
の
信
者
は
、
地
震
の
被
害

と
共
に
、
原
子
力
発
電
所
の
放
射
能
事

故
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
信
者
は
分

か
る
だ
け
で
約
60
人
（
約
30
家
族
）

ほ
ど
い
ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
警
戒

区
域
に
11
家
族
、
計
画
的
避
難
区
域
に

１
家
族
、
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
に
12

家
族
、
そ
の
他
６
家
族
で
す
。 

 

現
在
は
15
家
族
が
福
島
県
内
外
に

避
難
し
て
い
ま
す
。
遠
く
は
大
阪
で
す
。

現
在
教
会
に
見
え
ら
れ
る
の
は
11
家

族
で
、
10
人
く
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
北
仙
台
教
会
か

ら
主
任
司
祭
で
あ
る
ラ
ト
ゥ
ー
ル
神

父
様
と
仙
台
教
区
か
ら
協
力
司
祭
の

梅
津
神
父
様
が
交
代
で
日
曜
日
に
お

出
で
く
だ
さ
っ
て
毎
週
ミ
サ
が
あ
り

ま
す
。
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
お
出
で
く
だ

さ
る
の
で
信
者
一
同
感
謝
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。 

 

ま
た
、
仙
台
教
区
か
ら
、
司
祭
の
応

援
や
教
会
の
修
理
の
支
援
だ
け
で
な

く
、
放
射
能
事
故
の
見
舞
金
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
遠
く
に
避
難
さ
れ
て
い
る

信
者
家
族
に
と
っ
て
、
こ
ん
な
に
あ
り

が
た
い
こ
と
は
な
く
、
信
徒
一
同
感
謝

し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
被
災
に
際
し
て
、
県
内
外
各

地
か
ら
、
多
く
の
方
々
の
訪
問
を
い
た

だ
い
た
り
各
地
か
ら
励
ま
し
の
お
手

紙
を
い
た
だ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
鉄

道
が
津
波
で
す
っ
か
り
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
、
自
動
車
で
し
か
南
相
馬
市
に
は

入
れ
ま
せ
ん
。
仙
台
か
ら
は
約
２
時
間
、

二
本
松
イ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
１
時
間
45

分
と
い
う
不
便
な
と
こ
ろ
で
す
。
そ
ん

な
中
、
遠
方
よ
り
多
く
の
方
々
が
お
出

で
に
な
っ
て
、
支
援
物
資
を
置
い
て
い

っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
励
ま
し
の
お
言

葉
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
私
た
ち

の
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
一
緒
に
ミ
サ
に
あ
ず
か
っ
て
く
だ

さ
っ
た
り
し
て
私
た
ち
に
、
一
歩
ず
つ

前
に
進
む
力
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
大
震
災
で
、
私
た
ち
は
、
失

う
も
の
も
多
く
、
自
分
た
ち
の
生
活
を

含
め
、
教
会
の
建
物
や
共
同
体
を
「
今

後
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
」
と

途
方
に
暮
れ
、
先
が
見
え
ず
と
て
も
不

安
な
一
時
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
右
記
の
よ
う
な
支
援
を
受
け
、
避

難
さ
れ
た
方
々
へ
月
の
お
便
り
を
送

っ
た
り
、
行
事
を
電
話
で
知
ら
せ
た
り
、

支
援
金
を
お
渡
し
す
る
機
会
を
生
か

し
て
連
絡
を
取
っ
た
り
す
る
中
で
、
よ

う
や
く
信
者
た
ち
の
更
な
る
輪
を
感

じ
て
い
ま
す
。 

 

南
相
馬
市
は
、
８
月
に
入
っ
て
か
ら

計
画
的
に
、
市
あ
げ
て
の
除
染
作
業
に

入
り
ま
し
た
。
教
会
も
今
後
、
さ
ゆ
り

幼
稚
園
さ
ん
と
相
談
し
て
、
草
を
刈
っ

た
り
、
表
土
を
剥
い
だ
り
、
植
木
を
剪

定
し
た
り
、
側
溝
を
洗
っ
た
り
し
て
、

除
染
作
業
を
す
る
予
定
で
す
。 

 

失
っ
て
初
め
て
わ
か
り
ま
し
た
が
、

普
通
で
あ
る
こ
と
、
当
た
り
前
で
あ
る

こ
と
が
、
な
ん
と
幸
せ
な
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
。
避
難
さ
れ
た
方
々
が
元
に
戻

り
、
以
前
の
よ
う
な
状
態
に
戻
る
に
は
、

ま
だ
ま
だ
何
年
も
か
か
る
の
で
し
ょ

う
が
、
一
歩
が
な
く
て
は
千
歩
は
な
い

と
考
え
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。 

 

ま
わ
り
の
方
が
た
の
ご
支
援
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

（
原
町
教
会 

高
野
郁
子
） 

震
災
を
越
え
て
、
全
て
の
人
が
共
に

生
き
る
平
和
な
世
界
を
祈
り
求
め
よ

う
と
、
８
月
14
日
（
日
）
午
後
２
時
か

ら
、
元
寺
小
路
教
会
大
聖
堂
で
行
わ
れ

た
合
同
祈
祷
会
に
は
、
市
内
の
各
教
会

か
ら
200
人
ほ
ど
が
集
ま
っ
た
。 

仙
台
黒
松
教
会
の
中
家
契
介
牧
師

は
、
説
教
で
「
神
と
人
と
の
平
和
」
と

題
し
て
話
さ
れ
た
。「
３
・
11
の
大
災

害
は
ど
う
し
て
起
き
た
の
か
？ 

神
の

裁
き
な
の
か
？ 

と
問
わ
れ
る
と
、
言

葉
に
詰
ま
っ
て
し
ま
う
。 

こ
れ
は
神
の
裁
き
で
は
な
い
、
神
は

人
の
敵
で
は
な
い
。
キ
リ
ス
ト
は
私
た

ち
の
た
め
に
死
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。
そ

の
愛
が
あ
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
神

の
救
い
の
業
を
生
き
て
い
る
だ
ろ
う

か
？ 

震
災
前
、
無
縁
社
会
と
言
わ
れ
、

人
々
は
孤
独
の
中
で
生
き
て
い
た
。
こ

れ
は
、
私
た
ち
が
神
か
ら
離
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
震
災
に
よ
っ
て
、
む
し

ろ
私
た
ち
は
神
に
近
づ
い
た
。
い
や
、

神
が
私
た

ち
に
近
づ

き
寄
り
添

っ
て
く
だ

さ
っ
て
い

る
」
と
話

し
た
。 

東
北
学

院
大
学
聖

歌
隊
と
仙

台
白
百
合
学
園
中
・
高
等
学
校
の
ハ
ン

ド
ベ
ル
リ
ン
ガ
ー
ズ
＝
写
真
＝
が
賛
美

の
演
奏
を
し
た
。 

訃
報 

Sr.
マ
リ
ア
・
ロ
ー
ザ
・
ク
リ
ス
ト
o.p. 

鹿
田 

節
子 

67
歳 

（
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
女
） 

１
９
４
４
年
12
月
21
日
生 

１
９
８
２
年
11
月
７
日 初

誓
願 

２
０
１
１
年
６
月
27
日 

帰
天 

入
会
後
32
年
余
の
修
道
生
活
を
通
し

て
、
よ
く
祈
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

豊
か
な
感
性
を
手
芸
、
手
仕
事
に
生
か

し
、
優
秀
な
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
奉
仕
。 

平
和
を
求
め
る
キ
リ
ス
ト
者 

合

同

祈

祷

集

会

昨
日
よ
り
今
日
、
今
日
よ
り
明
日
一
歩
ず
つ 

ー

原

町

教

会

か

ら

ー 



（４）

聖
パ
ウ
ロ
会
女
子
修
道
会 

11
・
７
・
８

私
た
ち
は
聖
パ
ウ
ロ
の
言
葉
に
よ
っ
て

祈
り
ま
す
。 

「
苦
難
は
忍
耐
を
、
忍
耐
は
練
達
を
、

練
達
は
希
望
を
生
む
と
い
う
こ
と
を

希
望
は
わ
た
し
た
ち
を 

欺
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」 

（
ロ
ー
マ
５
・
３
～
５
）

仙
台
白
百
合
学
園
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学

校
・
高
等
学
校 

仙
台
白
百
合
女
子
大
学 

「
広
が
る
愛 

未
来
へ
」 

11
・
７
・
14

こ
の
広
く
青
い
空 

 ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
る 

私
た
ち
を
つ
つ
む  

こ
の
広
い
世
界
の
中
で 

 
希
望
を
胸
に
抱
い
て 

あ
ふ
れ
る
夢
追
い
続
け

今
歩
き
出
す
力
を
信
じ
て
い
た
い 

つ
ら
く
悲
し
い
時
に
も 

 
 
 
 
 
 
 
 

く
じ
け
な
い
で
い
よ
う 

私
た
ち
の
そ
ば
に
い
る
は
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 

か
け
が
え
の
な
い
友
が 

さ
あ
熱
く
両
手
を
広
げ
て 

翼
を
は
ば
た
く
よ
う
に 

心
の
中
に
映
る 

す
べ
て
を
信
じ
て 

 
広
が
る
愛 

未
来
へ 

ど
こ
ま
で
も
飛
び
続
け
て
い
く 

 

い
つ
か
す
べ
て
が
か
な
う 

 

明
日
を
信
じ
て

～
仙
台
白
百
合
学
園
創
立
100
周
年
記
念 

 

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
１
９
９
３
よ
り
～

 

聖
ド
ミ
ニ
コ
会
女
子
修
道
会 

天
使
園
修
道
院 

11
・
７
・
10 

光
は
闇
の
な
か
で 

輝
い
て
い
る
（
ヨ
ハ
ネ
１
・
15
）

信
頼
と
希
望
の
う
ち
に 

共
に
歩
み
ま
し
ょ
う
!!

元
寺
小
路
教
会 

11
・
７
・
10

 
 聖

ペ
ト
ロ
聖
パ
ウ
ロ
を
保
護
の
聖

人
と
し
て
い
る
元
寺
小
路
教
会
信

仰
共
同
体
一
同
は
、
東
日
本
大
震

災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
の
た
め
に

微
力
で
す
が
支
援
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
ま
た
心
を
一
つ
に
し
て
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。 

シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会 

紫
山
修
道
院 

11
・
７
・
６ 

 

心
ひ
と
つ
に 

 
と
も
に
歩
ん
で 

 
 

行
き
ま
し
ょ
う 

児
童
養
護
施
設 

仙
台
天
使
園
11
・
７
・
11

嬉
し
い
こ
と
は 

分
か
ち

合 

苦
し
い
と
き
は 

助

け
合
う 

友
情
満
ち
た
る

こ
の
園
に 

神
を
讃
え
る 

声
高
し 

仙
台
天
使
園

園
歌
よ
り

シ
ャ
ル
ト
ル
聖
パ
ウ
ロ
修
道
女
会

泉
修
道
院
11
・
７
・
14

深
め
よ
う 

 

神
様
と
の
絆 

強
め
よ
う 

 

出
会
う
人
々
と
の
絆

八
木
山
教
会 

 
 

11
・
７
・
17 

 

聖
霊
が
皆
様
の
内
に
満
ち
て
い

る
と
確
信
し
て
八
木
山
教
会
は

国
道
６
号
線
の
被
災
さ
れ
た

人
々
と
共
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

新
し
い
絆
と
新
し
い
創
造
に
向

け
て
お
祈
り
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

八
木
山
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園 

 
 
 

11
・
７
・
21 

ゆ
っ
く
り
で
い
い
か
ら 

 

す
こ
し
ず
つ
で
い
い
か
ら 

 

一
人
ひ
と
り
が
元
気
を
と
り
戻
し
て
い
け
る
よ
う 

 

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
歩
幅
で
歩
ん
で
い
け
る
よ
う 

互
い
に
心
を
ひ
と
つ
に
し
て 聖

ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智 

小
・
中
学
校 11

・
７
・
23

神
様
、
い
つ
も
私
た
ち
を

見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

神
様
は
復
興
の
灯
り
を

と
も
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。 

日
本
の
学
校
、
フ
ラ
ン

ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ペ
ル
ー
、

ト
ル
コ
か
ら
励
ま
し
の

絵
や
お
手
紙
、
折
鶴
な
ど

が
届
き
ま
し
た
。 

「
世
界
の
兄
弟
と
手
を
つ 

な
ぐ
子
ど
も
」
と
い
う
学

校
目
標
の
よ
う
に
世
界
中
の
皆
様
と
の
心
の
絆
が
深
ま
り
ま
し

た
。 

こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
自
身
の
力
で
絆
の
灯
り
を
輝
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
編
集
部
要
約
） 

宮
城
県
大
会
か
ら
８
月
14
日
、 

北
仙
台
教
会
ま
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ



 
（５）   
 

 

な 
 

 

畳
屋
丁
教
会 

 
 
 
 
 
 

11
・
７
・
31

神
様
と
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
絆 

被
災
し
た
方
々

一
人
ひ
と
り
と
私
た
ち
と

の
絆
、 

固
く
固
く
結
ば
れ
ま
す
よ

う
に
！
お
祈
り
し
ま
す
。

ミ 
一
本
杉
教
会 

 
 

11
・
７
・
24 

ミ
サ
の
中
で
、
被
災
し
た
２
人
の
方
に
、
今
の
思
い
を
話
し
て
い

た
だ
い
た
。 

﹁
大
き
な
津
波
で
全
て
を
失
い
、
呆
然
と
し
て
い
た
私
に
、
教
会

の
皆
さ
ん
が
温
か
い
手
を
差
し
伸
べ
て
く
だ
さ
っ
た
。
神
様
の
愛

が
、
津
波
を
上
回
る
大
き
な
波
と
な
っ
て
私
を
包
ん
で
く
だ
さ
っ

た
﹂ 

＊
主
は
、
大
き
な
困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
多
く
の
愛
と
恵

み
を
与
え
て
く
だ
さ
る
。
で
も
、
そ
れ
を
被
災
し
た
方
々
の
所
に

届
け
る
の
は
、
私
た
ち
で
す
。 

神
の
恵
み
を
運
ぶ
者
と
し
て
の
使
命
を
、
喜
び
を
持
っ
て
﹁
い
そ

い
そ
と
﹂
取
り
組
も
う
！ 

聖
ウ
ル
ス
ラ
会
一
本
杉
修
道
院 

 

11
・
７
・
24

一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て 

「
神
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
る
の
で
な
け

れ
ば 

家
を
建
て
る
人
の
骨
折
り
は
空
し

い
（
詩
編
127
） 

震
災
の
傷
跡
の
中
で 

信
じ
、
希
望
し
、

愛
し
つ
つ
生
き
る
。
温
か
い
愛
を
心
に
か

け 

互
い
の
絆
を
深
め 

教
会
共
同
体

の
絆
を
強
め
て 

日
々
、
キ
リ
ス
ト
に
結

ば
れ
て
い
く
。 聖

ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智
高
等
学
校 

 
 
 

11
・
７
・
27 

３
・
11
か
ら
、
私
た
ち
も
、
私
た
ち
の
故
郷
も
た
く
さ
ん
の
も
の
を
失
い
ま
し
た
。
言

葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
苦
し
み
や
悲
し
み
を
経
験
し
ま
し
た
。 

被
災
さ
れ
た
方
々
は
「
時
間
が
進
ん
で
も
気
持
ち
は
ま
だ
３
・
11
に
い
る
」
と
い
っ
て
い

ま
す
。
目
に
見
え
る
と
こ
ろ
だ
け
が
復
興
し
て
も
、
見
え
な
い
部
分
が
停
止
し
て
い
て
は

そ
の
復
興
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
私
は
、「
人

に
寄
り
添
う
こ
と
」
だ
と
思
い
ま
す
。
過
去
を
思
っ
て
泣
く
人
が
い
る
の
な
ら
そ
の
隣
に

い
て
あ
げ
れ
ば
い
い
。
未
来
を
思
い
悩
む
人
が
い
る
な
ら
、
一
緒
に
進
め
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。
瓦
礫
が
な
く
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
も
、
人
々
の
心
に
は
そ
の
傷

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
傷
を
癒
す
の
は
、
薬
で
も
、
機
械
で
も
な
い
、
誰
か
の
優
し

さ
と
温
か
さ
で
す
。
も
し
も
私
た
ち
が
本
当
に
誰
か
の
そ
ば
で
、
誰
か
の
た
め
に
生
き
て

い
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
だ
け
で
も
既
に
私
た
ち
が
生
か
さ
れ
た
意
味
が
見
つ
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
こ
の
時
、
も
う
一
度
あ
な
た
が
「
生
か
さ
れ
た
意
味
」
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。 

２
年

Ｓ
・
Ｍ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
編
集
部
要
約
） 

聖
ウ
ル
ス
ラ
会 

木
ノ
下
修
道
院 

 

11
・
８
・
１

被
災
者
の
皆
様
や
協
力
し

て
お
ら
れ
る
方
々
か
ら
の

分
か
ち
合
い
を
通
し
て
希

望
の
種
が
芽
生
え
て
い
る

こ
と
を
見
て
、
神
様
に
感
謝

し
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

希
望
の
力
を
信
じ
つ
つ 

共
に
歩
み
続
け
ま
し
ょ
う
。

小
さ
き
花
幼
稚
園 

 
 
 

11
・
８
・
２ 

か
み
さ
ま
の 

は
か
り
し
れ
な
い
あ
い
を
ひ
と
り

ひ
と
り
が
か
ん
じ 

ち
か
ら
づ
よ
く 

あ
ゆ
ん
で

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。 

そ
し
て 

わ
た
し
た
ち
も 

わ
た
し
た
ち
の 

 

で
き
る
こ
と
で 

か
な
し
ん
で
い
る
ひ
と
び
と
に 

 

よ
り
そ
っ
て 

い
き
た
い
と 

お
も
い
ま
す
。 

塩
釜
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園 

11
・
８
・
11

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
世

界
中
の
人
々
か
ら
温
か
な
愛
の
手
が
差
し

伸
べ
ら
れ
ま
し
た
。
今
で
も
隣
の
教
会
に
カ

リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
の
塩
釜
ベ
ー
ス
が
あ
り
大 

勢
の
方
々
が
復
興
の
た

め
に
力
を
尽
く
し
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
こ
れ
か

ら
も
大
勢
の
人
々
の
愛

の
心
を
園
児
に
伝
え
つ

つ
、
祈
り
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す 

北
仙
台
教
会 

 
 
 
 

11
・
８
・
15 

聖
母
被
昇
天
の

ミ
サ
で
絆
の
ロ

ー
ソ
ク
は
灯
さ

れ
ま
し
た
。 

神
さ
ま
、
私
た

ち
は
こ
の
大
震

災
を
通
し
て
人

を
思
い
や
る
こ

と
の
大
切
さ
を

強
く
感
じ
ま
し

た
。 

私
た
ち
は
、
こ

れ
か
ら
の
信
仰

の
旅
路
の
中 

で
、
自
分
が
で
き
る
小
さ
な
行
動
を
通
し

て
神
の
国
を
実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
に
。 

聖
母
マ
リ
ア
、
私
た
ち
の
た
め
に
と
り
な

し
て
く
だ
さ
い
。 

塩
釜
教
会 

 
 
 
 

11
・
８
・
７

先
日
、
被
災
さ
れ
た
方
々
が
「一
日
も
早

く
心
豊
か
な
日
々
の
生
活
に
戻
り
た
い
」

と
し
み
じ
み
は
な
さ
れ
ま
し
た
。 

悲
し
み
、
苦
し
み
は
長
く
続
く
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
は
、
喜
び
を
共
に
喜
び
、
苦
し
い

時
は
助
け
合
う
気
持
ち
に
は
変
わ
り
あ

 
 

 
 

 
 

 

り
ま
せ
ん
。

共
に
支
え

合
い
、
一

日
も
早
く

心
豊
か
な

日
々
に
戻

れ
る
こ
と

を
信
じ
、

頑
張
り
ま

し
ょ
う
!!

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院

英
智
幼
稚
園 

 

11
・
８
・
１

全
国
の
皆
様
か
ら
頂
い

た
温
か
い
ご
支
援
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。 

日
々
、
頑
張
っ
て
い
る

被
災
者
の
方
々
に 

一
日
も
早
く
笑
顔
と
元
気
が
戻
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。



 
（６）

 

講
演
冒
頭
で
、
小
出
裕
章
さ
ん
＝
写

真
＝
は
、
「
こ
う
い
う
集
ま
り
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
残
念
で
す
。

３
・
11
以
後
世
界
は
ひ
っ
く
り
返
っ

た
」
と
原
子
力
発
電
と
多
少
と
も
関
わ

り
の
あ
る
一
人
と
し
て
の
無
念
の
思
い

を
述
べ
、
ま
っ
た
く
の
素
人
で
あ
る
私

た
ち
に
も
分
か
る
よ
う
に
て
い
ね
い
に

話
さ
れ
た
。 

 

原
子
力
発
電
の
原
理
は
、
火
力
発
電

と
同
じ
湯
沸
し
装
置
に
よ
る
と
い
う
説

明
か
ら
始
ま
っ
た
。
火
力
発
電
と
の
違

い
は
、
厖
大
に
生
み
出
さ
れ
る
放
射
能

で
あ
り
、
広
島
原
爆
で
燃
え
た
ウ
ラ
ン

の
総
量
800
グ
ラ
ム
に
対
し
て
、
100
万

ｋ
Ｗ
の
原
子
力
発
電
所
を
一
基
、
１
年

間
運
転
す
る
こ
と
で
燃
や
さ
れ
る
ウ
ラ

ン
の
重
量
が
１
ト
ン
で
あ
る
こ
と
を
ス

ク
リ
ー
ン
上
の
図
表
で
示
し
た
。
原
発

は
広
島
原
爆
の
１
万
倍
の
放
射
能
を

年
々
貯
め
込
ん
で
い
く
機
械
で
あ
る
。 

ま
た
、
地
震
の
巣
と
原
発
の
立
地
点

を
世
界
地
図
上
に
表
し
、
世
界
中
で
地

震
の
発
生
す
る
地
域
で
は
環
太
平
洋
沿

岸
が
特
に
多
く
、
そ
の
中
で
も
日
本
列

島
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
北
米
、
南
米

の
内
陸
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
、

ま
っ
た
く
地
震
が
起
き
な
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
日
本
は
、
地
震
の
巣
の
上
に
な

ん
と
53
基
も
の
原
発
が
建
て
ら
れ
て

い
る
。
原
発
推
進
派
が
と
っ
た
対
策
は
、

原
発
を
都
会
に
は
作
ら
な
い
こ
と
と
し

た
。
原
子
炉
立
地
審
査
の
指
針
は
、
①

原
子
炉
か
ら
あ
る
距
離
の
範
囲
内
は
非

居
住
区
域
で
あ
る
こ
と
。
②
非
居
住
地

域
の
外
側
の
地
帯
は
、
低
人
口
地
帯
で

あ
る
こ
と
。
③
原
子
炉
敷
地
は
、
人
口

密
集
地
帯
か
ら
あ
る
距
離
だ
け
離
れ
て

い
る
こ
と
。
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

東
京
電
力
は
、
自
分
の
給
電
範
囲
に

は
原
発
を
作
ら
ず
、
福
島
、
青
森
、
な

ど
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
原
発
を
建
て
、

長
い
送
電
線
を
引
い
て
管
内
に
電
気
を

供
給
し
て
い
る
。 

原
発
は
機
械
で
あ
る
。
機
械
は
時
に
事

故
を
起
こ
す
。
原
発
を
動
か
す
の
は
人

間
で
あ
る
。
人
間
は
神
で
は
な
い
。
時

に
誤
り
を
犯
す
。
ど
ん
な
に
願
っ
て
も

破
局
的
事
故
の
可
能
性
は
消
え
な
い
。

そ
こ
で
、
原
発
推
進
派
の
結
論
は
、
破

局
的
事
故
は
「
想
定
不
適
当
」
と
烙
印

を
捺
し
て
無
視
す
る
こ
と
と
し
た
。
今

回
は
、
こ
の
無
視
し
て
き
た
「
想
定
外
」

の
事
故
が
起
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。 

 
原
発
は
事
故
が
あ
っ
て
も
止
め
ら
れ

な
い
。
原
子
炉
は
止
め
て
も
、
核
分
裂

生
成
物
の
出
す
熱
は
、
１
分
ご
と
に
風

呂
桶
一
杯
の
水
を
蒸
発
さ
せ
る
だ
け
の

熱
を
出
し
つ
づ
け
る
。
こ
れ
を
冷
や
し

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
注

水
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

水
素
爆
発
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。 

 

事
故
後
の
放
射
線
の
拡
散
を
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ(
ス
ピ

ー
ド)

と
い
う
機
械
が
あ
る
が
、
そ
の
デ

ー
タ
ー
は
な
ぜ
か
隠
さ
れ
た
。
国
の
避

難
指
示
は
、「
万
が
一
の
こ
と
を
考
え

て
…
自
主
避
難
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

 

半
径
30
キ
ロ
圏
内
の
広
範
な
地
域

で
甲
状
腺
被
曝
量
が
500
ミ
リ
シ
ー
ベ

ル
ト
を
越
え
た
が
、
ヨ
ウ
素
剤
の
投
与

は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。 

 

１
㎡
あ
た
り
４
万
ベ
ク
レ
ル
と
い
う

値
は
、
放
射
線
管
理
区
域
と
さ
れ
、
一

般
人
が
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
福
島
県
全
域
、

宮
城
県
は
、
福
島
県
と
接
す
る
南
部
、

牡
鹿
半
島
、
北
部
一
帯
が
、
放
射
線
管

理
区
域
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど

の
汚
染
を
受
け
て
い
る
。 

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の
避
難
基
準
を

適
用
す
れ
ば
、
琵
琶
湖
の
面
積
の
２
倍
、

日
本
の
法
令
を
厳
密
に
適
用
す
れ
ば
、

福
島
県
全
域
に
匹
敵
す
る
地
域
を
放
棄

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

人
々
が
普
通
に
生
活
す
る
場
が
、
放
射

線
管
理
区
域
以
上
に
汚
れ
て
し
ま
っ
た
。

土
地
も
食
べ
物
も
、
瓦
礫
も
下
水
の
汚

泥
も
、
す
べ
て
放
射
性
物
質
に
な
っ
た
。

放
射
能
で
汚
れ
た
世
界
で
生
き
る
し
か

な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

住
民
は
、
被
ば
く
に
よ
る
健
康
被
害

を
覚
悟
で
留
ま
る
か
、
避
難
に
よ
る
生

活
の
崩
壊
か
、
究
極
の
選
択
を
迫
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。 

 

何
と
し
て
も
子
ど
も
た
ち
を
守
り
た

い
、
50
歳
を
過
ぎ
る
と
、
細
胞
分
裂
の

速
度
が
遅
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
放

射
線
に
よ
る
ガ
ン
死
亡
率
は
低
下
す
る

が
、
子
ど
も
は
、
細
胞
分
裂
が
活
発
な

た
め
、
放
射
線
の
影
響
に
よ
る
発
ガ
ン

率
が
高
い
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
原
発

に
対
す
る
責
任
は
ま
っ
た
く
な
い
。 

 

福
島
原
発
の
本
当
の
被
害
の
大
き
さ

は
、
失
わ
れ
る
土
地
、
強
い
ら
れ
る
被

曝
、
崩
壊
す
る
１
次
産
業
、
崩
壊
す
る

生
活
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
保

障
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
倒
産
す
る
の
は

東
京
電
力
だ
け
で
は
な
い
、
日
本
国
が

倒
産
し
て
も
償
い
き
れ
な
い
被
害
と
い

っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

原
発
は
、
ト
イ
レ
の
な
い
マ
ン
シ
ョ

ン
と
例
え
ら
れ
て
い
る
。
広
島
原
爆
の

80
数
個
分
の
死
の
灰
を
年
々
作
り
出

し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
無
害
化
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
核
廃
棄
物
の
処
理
が

で
き
な
い
ま
ま
ど
ん
ど
ん
た
め
込
ん
で

い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
100
万

年
に
亘
っ
て
生
命
環
境
か
ら
隔
離
し
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
の
処
分
は
、
地
層

処
分
し
か
な
い
が
、
100
万
年
先
の
地
球

に
対
し
て
だ
れ
が
責
任
を
負
う
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。 

厖
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
始
め

た
産
業
革
命
か
ら
お
よ
そ
200
年
、
夜
の

地
球
を
宇
宙
か
ら
み
る
と
、
人
口
密
集

地
は
輝
い
て
見
え
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
浪

費
の
な
い
未
来
を
、
原
発
に
頼
ら
な
い

世
界
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
今
求
め

ら
れ
て
い
る
。
大
変
な
困
難
な
道
で
あ

る
と
思
う
が
、
私
た
ち
は
こ
れ
を
乗
り

越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

話
を
結
ば
れ
た
。（
文
責 

岩
井 

誠
） 

３.11 から 
始まったこと 
東京電力福島第一原子力発電所 

原発震災を生きる私たちへの提言

講師 

京都大学原子炉実験所 

小出裕章さん 

2011・８・５ ハーネス仙台

 

３
・
11
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
福
島
第1

原
発
は
、
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
こ
う
む
っ
た
。
放
射
線
漏
れ
に
よ
る
影
響
は
、
地
元
住
民
の
み
な
ら
ず
、

食
品
の
放
射
能
汚
染
、
加
え
て
風
評
被
害
と
、
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え
て

い
る
。
政
府
や
東
京
電
力
、
原
子
力
安
全
委
員
会
の
発
表
す
る
情
報
が
、
本
当

に
信
用
で
き
る
の
か
多
く
の
疑
問
が
残
る
。
８
月
５
日(

金)

、
仙
台
市
青
葉
区

に
あ
る
ハ
ー
ネ
ル
仙
台
を
会
場
に
「
小
出
さ
ん
を
よ
ぶ
会
in
仙
台
」
主
催
の
講

演
会
が
行
わ
れ
た
。
賛
同
団
体
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
仙
台
協
議
会

ほ
か
多
数
の
団
体
が
参
加
し
て
い
る
。
今
や
時
の
人
と
な
っ
て
い
る
小
出
さ
ん

の
講
演
と
い
う
こ
と
で
会
場
は
満
員
で
、
別
室
で
の
テ
レ
ビ
中
継
も
入
れ
る
と

お
よ
そ
600
人
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ラ
イ
ブ
映
像
配
信

も
さ
れ
て
い
る
。
（h

ttp
://

rec
ord

er3
11.

smt
.jp

/mo
vie

/33
71

） 

小
出
裕
章
さ
ん
経
歴 

１
９
４
９
年
東
京
生
ま
れ 

京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所
助
教 

１
９
６
８
年
東
北
大
学
工
学
部
原
子
核
工

学
科
入
学 

１
９
７
４
年
同
大
大
学
院
工
学
研
究
科
修

士
課
程
修
了 

原
子
力
を
学
ぶ
こ
と
で
そ
の
危
険
性
に
気

づ
き
、
１
９
７
０
年
女
川
原
発
集
会
を
機

に
原
発
を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
原
子
力
の

研
究
を
続
け
る
こ
と
を
決
意
。
原
子
力
の

専
門
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
そ
の
危
険

性
を
訴
え
続
け
て
い
る
。 



 
（７） 

 「より安全･確実なエネルギーへ」

今回の震災で、地殻の歪み、津波のエネ

ルギーの巨大さに圧倒され、大きな被害を受けた。

原発も大事故を起こし、大量の放射性物質を飛散

させ、放射線の影響は、今後長時間、相当範囲に

及ぶことが懸念される。 
これまで私達は熱や電気その他の形のエネルギー

を大量に利用して、豊かな生活を築いてきたが、

そのありようにも見直しが迫られている。さらに、

中国、インドなど膨大な人口を抱える国々が急速

に発展を遂げつつある現在、今後もエネルギー消

費量は間違いなく増加するものと考えねばならな

い。 
これから原発に依存せずに、太陽光･風力･バイオ

マスなどの自然エネルギーを中心に電力その他必

要なエネルギーを確保するには、省エネ技術を含

めて、一層の技術開発が必要となる。それに、10
年或いは 20 年以上かかろうとも、それによって

安全かつ確実に必要なエネルギーを確保できるな

らば、地球環境の保全にも望ましいことになろう。

     (地球を大事にする会 松永利昭)

 

大
震
災
の
後
で
も
、
子
供
た
ち
は
元

気
い
っ
ぱ
い
。
今
年
の
夏
も
教
会
学
校

の
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
、
友
情
を
深
め
、

神
様
の
恵
み
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
て

楽
し
い
時
を
過
ご
し
た
。 

 

盛
岡
地
区
教
会
学
校 

田
沢
湖
で
キ
ャ
ン
プ 

７
月
31
日(

日)

～
８
月
１
日(

月)

に
か
け
て
、
盛
岡
地
区
の
教
会
学
校

の
キ
ャ
ン
プ
が
秋
田
県
の
田
沢
湖

キ
ャ
ン
プ
場
で
あ
り
ま
し
た
。
今
年

の
キ
ャ
ン
プ
は
「
神
様
と
い
つ
も
一

緒
」
を
テ
ー
マ
に
、
神
様
が
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
雄
大
な
自
然
の
中
で

感
謝
し
、
１
日
目
の
日
中
は
、
ツ
リ

ー
ハ
ウ
ス
や
湖
畔
で
元
気
い
っ
ぱ

い
に
遊
び
な
が
ら
、
神
様
は
い
つ
も

私
た
ち
の
近
く
に
い
る
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ス
イ
カ
割
り
や
花
火
で
は
、

高
校
生

サ
ブ
リ

ー
ダ
ー

の
お
兄

さ
ん
お

姉
さ
ん

た
ち
ー

ダ
ー
シ

ッ
プ
を

発
揮
し
、

大
活
躍
し
ま
し
た
。 

 
夜
は
、
ミ
ゲ
ル
神
父
様
と
一
緒
に

聖
書
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。
聖
書
の

中
の
色
々
な
話
を
カ
ー
ド
に
し
て
、

子
ど
も
た
ち
み
ん
な
で
探
し
な
が

ら
ど
の
よ
う
な
話
が
聖
書
に
あ
る

の
か
を
知
り
ま
し
た
。 

 

１
泊
２
日
、
み
ん
な
で
過
ご
し
た

時
間
は
と
て
も
か
け
が
え
の
な
い

も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
協
力

し
あ
っ
て
作
っ
た
カ
レ
ー
や
シ
チ

ュ
ー
の
味
も
最
高
に
お
い
し
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

こ
う
し
て
特
に
大
き
な
事
故
や

怪
我
が
な
く
キ
ャ
ン
プ
の
全
日
程

を
終
わ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
、

私
た
ち
リ
ー
ダ
ー
一
同
、
主
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
来
年
も
ま
た
、
盛
岡

地
区
で
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
が
出
来

ま
す
よ
う
に
。 

「
神
様
に
ま
も
ら
れ
た 

合
同
キ
ャ
ン
プ
」(

７
・
30
～
31) 

仙
塩
地
区
８
教
会
で
は
、
毎
年
２
回

に
分
け
て
合
同
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て

き
た
。
例
年
は
、
松
島
少
年
自
然
の
家

で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
年
は
大

震
災
の
影
響
で
使
用
で
き
ず
、
青

野
木
の
「
ド
ミ
ニ
コ
の
家
」
を
会

場
に
、
７
月
30
日
～
31
日
は
、

北
仙
台
・
東
仙
台
・
八
木
山
・
畳

屋
丁
、
８
月
１
日
～
２
日
は
、
元

寺
小
路
・
一
本
杉
。
西
仙
台
・
塩

釜
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
た
。

さ
ら
に
、
８
月
２
日
～
３
日
は
、

中
高
生
が
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
。 

 

大
き
な
余
震
が
続
く
中
、
子
供

た
ち
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
…
。
今
年
は
、
キ
ャ
ン

プ
の
開
催
自
体
が
不
安
で
、
緊
急
時

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
非
常

食
等
、
直
前
ま
で
準
備
に
追
わ
れ
ま

し
た
。
実
際
、
夜
中
に
警
報
が
鳴
り
、

大
き
な
地
震
が
起
き
た
時
に
は
冷

や
汗
が
出
ま
し
た
が
、
子
供
た
ち
は

冷
静
で
誰
一
人
騒
ぐ
こ
と
が
な
く
、

ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
悪
天
候

の
中
、
外
で
活
動
を
す
る
頃
に
は
不

思
議
な
こ
と
に
い
つ
も
雨
が
や
み
、

神
様
に
ま
も
ら
れ
た
キ
ャ
ン
プ
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
初
日
は
、
大
き

な
紙
に
、
震
災
を
経
験
し
た
子
供
た

ち
の
思
い
を
絵
や
文
で
自
由
に
表

現
し
ま
し
た
。
ど
の
子
も
、
亡
く
な

っ
た
人
々
、
被
害
に
あ
っ
た
人
々
、

悲
し
む
人
々
へ
の
思
い
を
強
く
持

っ
て
お
り
、
迷
う
こ
と
な
く
祈
り
や

応
援
の
言
葉
が
出
て
く
る
の
で
し

た
。
そ
の
様
子
に
、
大
人
た
ち
が
皆

心
を
打
た
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
紙
を
子
供
た

ち
が
順
に
協
力
し
な
が
ら
折
り
鶴

＝
写
真
＝
に
仕
上
げ
、
次
の
日
に
ミ

サ
の
中
で
奉
納
し
ま
し
た
。 

二
日
目
は
、
主
日
の
福
音
「
２
匹

の
魚
と
５
つ
の
パ
ン
」
を
劇
に
し
ま

し
た
。
イ
エ
ス
と
弟
子
た
ち
、
群
衆

と
の
や
り
と
り
を
想
像
し
な
が
ら
、

セ
リ
フ
を
考
え
た
り
、
実
際
に
感
謝

の
祈
り
を
捧
げ
、
パ
ン
を
裂
い
て
配

る
イ
エ
ス
役
の
様
子
を
見
た
り
す

る
こ
と
は
、
福
音
の
理
解
に
留
ま
る

だ
け
で
な
く
、
ご
聖
体
を
い
た
だ
く

日
々
の
ミ
サ
に
つ
な
が
る
も
の
が

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
キ
ャ
ン

プ
の
最
後
に
は
、
子
供
た
ち
に
よ
る

侍
者
、
朗
読
、
答
唱
詩
編
、
元
気
な

歌
声
に
よ
る
賛
美
、
福
音
劇
、
折
り

鶴
の
奉
納
、
共
同
祈
願
と
全
員
で
心

を
こ
め
て
ミ
サ
奉
仕
を
し
、
感
激
の

う
ち
に
（
涙
し
て
い
た
の
は
一
人
や

二
人
で
は
な
か
っ
た
よ
う
な
…
）
キ

ャ
ン
プ
を
終
え
ま
し
た
。
２
日
間
の

無
事
、
元
気
な
子
供
た
ち
、
キ
ャ
ン

プ
を
支
え
て
く
れ
た
神
父
様
方
、
シ

ス
タ
ー
、
ブ
ラ
ザ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
た

ち
と
の
出
会
い
、
す
べ
て
に
お
い
て

神
様
に
あ
り
が
と
う
！
で
す
。 

(

八
木
山
教
会 

佐
々
木
い
づ
み) 

子
ど
も
た
ち
の
夏 



 
（8）

新
刊
案
内

聖
書
―
原
文
校
訂
に
よ
る
口
語
訳 

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
聖
書
研
究
所 

訳
注

／
定
価 

本
体
６
，
６
６
７
円
（
２
０
１

１
年
12
月
31
日
ま
で
。
以
降
８
，
０
０

０
円
） 

 

聖
書
の
翻
訳
と
注
を
つ
け
る
仕
事
を

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
聖
書
研
究
所
が
始
め

た
の
は
、
１
０
５
６
年
。 

 

最
初
の
『
創
世
記
』
が
出
版
さ
れ
た

の
は
、
２
年
後
の
１
９
５
８
年
で
し
た
。

以
降
、「
旧
約
聖
書
」
、「
新
約
聖
書
」
の

各
書
が
分
冊
の
形
で
出
版
さ
れ
、
カ
ト

リ
ッ
ク
信
者
の
み
な
ら
ず
、
広
く
キ
リ

ス
ト
教
会
の
信
徒
の
方
々
に
も
、
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
聖

書
全
部
が
分
冊
と
し
て
出
発
さ
れ
ま
し

た
が
、
合
体
に
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う

強
い
声
が
同
聖
書
研
究
所
に
届
け
ら

れ
、
今
回
、
こ
の
よ
う
な
形
で
聖
書
全

体
が
１
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
共
同
訳
聖
書
」
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク

聖
書
の
一
部
が
「
続
編
」
の
中
に
入
れ

ら
れ
て
い
る
た
め
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者

の
中
に
は
、「
続
編
」
は
聖
書
本
文
と
は

別
と
思
い
込
ん
で
い
る
人
も
い
る
、
と

心
配
し
て
い
る
教
会
関
係
者
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
々
の
心
配

も
、
今
回
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
「
聖

書
」
が
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
消
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。 

 

各
ペ
ー
ジ
に
、
関
係
の
あ
る
個
所
の

注
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、

必
要
な
個
所
に
地
図
や
、
図
が
挿
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
、
大
き
な
特
徴
が
あ

り
、
読
者
に
と
っ
て
は
使
い
や
す
い
聖

書
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

聖
母
被
昇
天
祭 

東
仙
台
教
会 

「
マ
リ
ア
行
列
・
・
・ 

誓
い
も
新
た
に
追
悼
」 

 
 
 
 
 
 

８
月
15
日
聖
母
被
昇
天
の
祝
日
。
前

日
行
わ
れ
た
教
会
周
辺
の
草
刈
と
婦

人
部
手
作
り
の
料
理
、
壮
年
部
の
焼
き

鳥
、
青
年
部
は
子
供
の
た
め
花
火
を
準

備
。
当
日
午
後
六
時
マ
リ
ア
行
列
が
始

ま
る
。 

高
齢
者
を
除
き
マ
リ
ア
様
の
御
輿

を
先
頭
に
、
参
加
者
全
員
が
提
灯
と
花

を
手
に
聖
母
賛
歌
「
あ
め
の
き
さ
き
」

が
声
高
ら
か
に
夜
空
に
響
く
…
ス
ペ

ル
マ
ン
病
院
～
司
祭
の
家
～
教
会
へ

と
。
引
続
き
ミ
サ
が
、
今
年
は
ミ
サ
の

中
で
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
と
東
仙
台
教
会
に
関
わ
り
の

あ
る
物
故
者
418
名
の
追
悼
が
行
わ
れ

厳
粛
の
う
ち
に
ミ
サ
が
終
了
。 

そ
の
後
、
納
涼
パ
―
テ
ィ
ー
、
夜
空

に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
去
年

同
様
参
加
者
の
一
人
が
松
明
を

持
ち
口
の
中
に
火
を
呑
み
込
む
姿
に

驚
き
と
拍
手
。
夜
空
の
火
の
輪
や
、
幻

想
的
な
踊
り
の
見
事
さ
に
拍
手
喝
采
。

飲
物
と
料
理
・
焼
き
鳥
を
手
に
人
の
輪

が
…
笑
顔
と
笑
い
声
・
楽
し
い
ひ
と
時

に
成
井
神
父
様
の
姿
も
見
受
け
ら
れ

る
。
最
後
に
好
例
の
七
夕
踊
り
の
輪
に

浦
野
神
父
様
の
踊
る
姿
が
！
皆
の
輪

が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
く
…
… 

（
佐
藤
定
雄
） 

八
木
山
教
会
と
仙
南
４
教
会 

合
同
で
聖
母
被
昇
天
を
祝
う 

 

八
木
山
教
会
で
は
、「
仙
台
教
区
新

し
い
創
造
」
の
意
向
を
受
け
て
、
仙
南

４
教
会
と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
亘

理
地
区
の
被
災
者
救
援
を
目
指
し
て

い
る
。 

 

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
聖
母
被

昇
天
を
仙
南
４
教
会
（
大
河
原
・
亘

理
・
白
石
・
角
田
）
と
い
っ
し
ょ
に
祝

お
う
と
８
月
15
日
（
月
）
ミ
サ
と
焼
肉

パ
ー
テ
ィ
ー
を
実
施
し
た
。 

 

10
時
30
分
か
ら
の
ミ
サ
は
、
仙
南

地
区
担
当
司
祭
小
野
寺
洋
一
神
父
と

成
井
大
介
神
父
の
共
同
司
式
で
行
わ

れ
70
名
余
が
参
加
し
た
。 

派
遣
の
祝
福
の
前
に
全
員
に
配
ら

れ
た
ろ
う
そ
く
に
灯
を
と
も
し
＝
写
真

＝
、
派
遣
の
歌
に「
希
望
の
灯
（
あ
か
り
）
」

を
高
ら
か
に
歌
い
大
震
災
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
安
息
と
、
今
も
苦
難
の
中

に
い
る
方
々
に
思
い
を
寄
せ
平
安
な

日
々
が
一
日
も
早
く
訪
れ
る
よ
う
に

祈
っ
た
。 

 

当
日
は
、
猛
暑
の
一
日
だ
っ
た
が
、

教
会
前
の
広
場
で
は
、
大
き
な
鉄
板
で

肉
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
焼
き
そ
ば
な
ど
が

焼
か
れ
、
冷
た
い
飲
み
物
と
と
も
に
ふ

る
ま
わ
れ
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
は
距
離
的

に
隔
て
ら
れ
て
い
る
が
、『
主
に
お
い

て
私
た
ち
は
一
つ
』
と
い
う
こ
と
が
実

感
さ
れ
た
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
互
い

に
今
後
と
も
交
流
を
深
め
つ
つ
、
被
災

さ
れ
た
方
々
に
心
を
寄
せ
て
い
こ
う

と
決
意
を
新
た
に
し
た
。 

仮
設
住
宅
に
七
夕
飾
り 

一
本
杉
教
会 

 

仙
台
教
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

一
本
杉
ベ
ー
ス
と
し
て
の
活
動
を
続

け
て
い
る
一
本
杉
教
会
で
は
、
若
林
区

の
荒
浜
で
津
波
の
被
害
に
あ
っ
た

方
々
が
入
居
し
て
い
る
仙
台
市
若
林

区
新
井
東
町
通
仮
設
住
宅
を
訪
問
し

支
援
を
続
け
て
き
た
。
７
月
に
入
っ
て
、

住
民
と
協
力
し
て
七
夕
づ
く
り
に
取

り
組
ん
だ
。 

 

商
工
会
議
所
や
七
夕
づ
く
り
の
プ 

 

ロ
の
協
力
を
得
て
、
２
本
の
七
夕

飾
り
を
作
り
上
げ
た
。 

 

毎
水
曜
日
の
午
後
、
仮
設
住
宅

の
集
会
所
に
集
ま
り
、
折
鶴
、
吹

流
し
、
短
冊
、
巾
着
、
着
物
、
投

網
、
屑
籠
な
ど
仙
台
七
夕
の
伝
統

的
な
七
つ
道
具
を
作
り
上
げ
た
。 

 

８
月
５
日(

金)

準
備
し
て
い
た

飾
り
を
２
本
の
竹
に
飾
り
付
け
た
。 

 

完
成
し
た
七
夕
を
嬉
し
そ
う
に

見
上
げ
る
み
ん
な
の
顔
は
満
面
の

笑
み
だ
っ
た
。 

 

そ
の
日
の
夕
方
に
は
、
七
夕
の

下
で
阿
波
踊
り
が
行
わ
れ
、
は
る

ば
る
徳
島
か
ら
訪
れ
た
方
々
も
思

わ
ぬ
七
夕
飾
り
に
感
激
、
踊
り
に

も
一
層
力
が
入
っ
て
い
た
。 


